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1. まえがき 
架設時の仮受台には圧延 H形鋼が用いられ，ジャッキの受け点として圧縮荷重を受ける．このような局所
荷重による崩壊形には，材料の降伏応力に達して圧壊する場合と，腹板の幅厚比がある程度大きいと柱とし

ての曲げ座屈が生じる．通常，支保工には腹板の幅厚比が 50 以下の断面を使用するため，圧壊荷重に支配
されるものと思われる．本実験的研究は，西村の実験 1)を参照して幅厚比 33，38，43 の 3 種類の圧延部材
および幅厚比 91，127，182の溶接部材を使用し崩壊形を調べ，耐荷力の算定式を検討する． 
2. 実験内容 

(a)対称載荷 (b)非対称載荷
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(1) 供試体： 実験供試体は鋼種 SS400からなり，JIS規格の圧延 H形 
鋼（H－200×100，250×125，300×150）による 40体および溶接 I形
鋼（I－300×100，300×135，300×158）による 14体を使用した． 
(2) 載荷方法：荷重は図１のように対称，非対称載荷を考え，圧延部材 
では，次の３種類の方法で載荷した． 

(a) 対称載荷：載荷幅 c/dw=0.50で一段，二段重ね 
(b)  非対称載荷：載荷幅 c/dw=0.50 で一段，二段重ね 
(c)  対称載荷：載荷幅 c/dw=1.00，0.75，0.25で一段 
溶接部材では，載荷幅 c/dw=0.35を一定にし，上記(a)(b)の一段の方法
で載荷した． 
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3. 実験結果 
(1) 荷重－変形挙動：図２は，幅厚比が 33の圧延部材（RH33）の荷重 
直下の荷重－変位曲線を示したものである．最大荷重は，非対称載荷の

場合が対称載荷に比べ大きい．上フランジの鉛直変位 vfは，両載荷方法

とも安定して増加している．腹板の面外変位（上縁から w１=0.2dw，

w2=0.5dw）は，最大荷重に達した後、徐々に増加している． 
図 2 

  図３は，幅厚比 127 の溶接部材（DS127）の対称・非対称載荷による
荷重－変位曲線を示したものである．幅厚比 dw/twが大きくなると載荷方

法による最大荷重の差があまりみらない．この図から，幅厚比の大きい部

材では，腹板が降伏荷重に達する前に曲げ座屈により崩壊するため，腹板

中央の変位が上縁に比べ大きく生じている． 
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(2) 崩壊形：幅厚比 33，38の圧延部材（RH33，38）では対称・非対称載 
荷とも腹板上下縁で変形が増加し，圧壊に至った．幅厚比 43（RH43）で
は，腹板上下部の変形に加え中央の面外変形を伴って崩壊した．溶接部材

では，腹板中央で曲げ座屈が生じて崩壊した．二段重ねに載荷した場合は，

荷重直下の圧壊と腹板の曲げ座屈が生じて崩壊した． 

図 3 
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図 1 載荷方法 
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4．考察 
(1) 幅厚比の影響：フランジに集中荷重を受ける場合の耐荷力算定式と
して，Eurocode 3 Part2で推奨する次式 2)が利用できる． 

Py1=(ce+sy)twFyw   …(1)  ここに，有効載荷幅 c

s

e=c+2tf ，   

y=2tf )t/b)(F/F( wfywYf  ただし bf≦25tf 
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図 4 圧縮耐荷力と幅厚比の関係 

 図４は，一段の実験から得られた最大荷重を式(1)を用いて無次元化し，
幅厚比の影響を調べたものである．幅厚比 50 以下の圧延部材は降伏に

よる圧壊に支配され，非対称載荷の場合が対称載荷より平均 15％程度の
大きい耐荷力を示した．これに対し，幅厚比の大きい溶接部材は曲げ座

屈によって低い耐荷力を与え，対称・非対称載荷の差もほとんどない． 
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(2)載荷幅の影響：載荷幅 c/dw=1 を基準にした場合の耐荷力の変化率を
調べると，図５のようになる．幅厚比が 33，38 の断面ともほぼ直線的
に変化し，載荷幅が小さくなるにつれ耐荷力が低下している． 
(3)二段重ねの影響：部材を二段に重ねると，一段に比べ面外方向に不安
定になることが予想される．図６は一段の耐荷力を基準にした場合の低

下率を示す．幅厚比が大きくなるにつれ耐荷力は直線的に低下し，対称

載荷より非対称の方が著しい． 
図 5 圧縮耐荷力に及ぼす載荷幅の影響

(4)耐荷力の評価式：本研究では，実験的考察をもとに降伏荷重の算定式
として腹板上縁から 0.18dwの深さで有効幅を考え，次式を提案する． 
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ΔPu=1.853-0.250(d w/tw)Py2=(ce+0.36dw)twFyw   …(2) 
この式を用いて圧縮板としての幅厚比パラメータλを誘導し，実験結 
果をプロットすると図７のようになる．そして，平均値強度曲線を求 
めると，次式が提案できる．  

Pu / Py2=‐0.143+0.718 /λ …(3) ここに，
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図 6 載荷方法の違いによる荷重の変化率
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図 7 圧縮耐荷力と細長比の関係 

で与える．図７のように，腹板の幅厚比および載荷幅が多様に変化する

実験値を統一パラメータ用いて無次元表示できることがわかる． 
５. あとがき 
  本研究では，圧延 H形鋼と溶接 I形断面を用いて圧縮荷重を受ける腹
板の荷重－変形挙動，崩壊形，耐荷力について実験的に調べ，簡単な圧

縮耐荷力の評価式を提案した．荷重集中点には，垂直補剛材を設けるこ

とが原則であり，今後の研究として補剛材の効果について検討する必要 
がある． 
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